
▲応急救護訓練（三角巾の使用法を学ぶ）
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解
体
し
て
は
じ
め
て
わ
か
っ
た

　
那
古
寺
観
音
堂
の
年
齢

　
市
立
博
物
館
の
４ 

月
の
休
館

日
は
２
日
、９
日
、
16
日
、
23
日
。

５
月
の
休
館
日
は
７
日
、
14
日
、

21
日
、
28
日
で
す
。

市
民

シリーズ

256花と海　心やすらぐ千葉の旅

平成 19年 2月１日 ～ 4月３０日

ちばデスティネーションキャンペーン

広報／たてやま　　平成 19年４月１日号　　No.739  　発行／秘書広報課　
〒 294-8601 館山市北条 1145-1 ℡ 22-3121（秘書広報課広報係）FAX23-3115
● 3月 1日の人口／総人口 50,954（-27）男 24,572（-22）女 26,382（-5）世帯数 21,977（-5）　（　）内は前月比

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

「
自
分
た
ち
の
生
命
・
財
産
は
自

分
た
ち
で
守
る
の
が
基
本
で
す

が
、
高
齢
者
が
多
数
を
占
め
る

私
た
ち
の
地
区
で
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
隣
近
所
で
お
互
い
助

け
合
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。　

過
去
、
船
形
地
区

は
大
正
12
年
（
一
九
二
三
年
）

の
関
東
大
震
災
で
火
災
が
発
生
、

133
人
が
死
亡
、
340
戸
が
焼
失
す

る
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
惨
事
を

繰
り
返
さ
な
い
た
め
訓
練
を
行

い
、
堂
の
下
か
ら
火
災
が
起
き

な
い
よ
う
、
災
害
に
強
い
地
区

を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

仲
山
邦
松
堂
の
下
区
長
。

　

今
月
４
日
に
開
催
し
た
訓
練

に
は
、
東
京
都
船
形
学
園
を
会

場
に
、
学
園
の
皆
さ
ん
約
100
人

　

阪
神
や
新
潟
の
震
災
で
も
、

災
害
直
後
は
隣
近
所
の
助
け
合

い
に
よ
り
多
く
の
人
命
が
救
助

さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
時
の
初

期
活
動
と
し
て
、
町
内
会
や
区

で
結
成
さ
れ
た
地
域
の
自
主
防

災
会
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。

　

現
在
、
市
内
155
町
内
会
の
う

ち
、
自
主
防
災
会
を
組
織
し
て

い
る
の
は
109
町
内
会
で
、
結
成

率
は
70
・
３
％
。

　

市
は
、
訓
練
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
の
支
援
を
通
じ
て
、
防
災
会

の
育
成
強
化
を
推
進
し
、
100
％

の
結
成
率
を
目
指
し
ま
す
。

自
主
防
災
会

と
堂
の
下
の
住
民
約
180
人
、
市

や
安
房
消
防
、
船
形
地
区
の
町

内
会
長
も
参
加
し
、
300
人
を
超

え
る
規
模
の
訓
練
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
中
で
は
、
館
山
消
防
署

の
隊
員
の
指
導
に
よ
り
応
急
救

護
や
初
期
消
火
、
地
元
消
防
団

の
放
水
訓
練
な
ど
と
と
も
に
、

地
区
に
備
え
て
あ
る
防
災
備
品

の
公
開
と
使
用
法
の
説
明
や
119

番
の
か
け
方
な
ど
、
よ
り
実
践

に
即
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

「
災
害
に
強
い
地
区
を
目
指
し
た
い
」

　

平
成
15
年
１
月
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
千
葉
県
指
定
有
形
文
化

財
那
古
寺
観
音
堂
の
「
平
成
の

大
修
理
」
は
、
今
年
で
５
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

工
事
は
、
観
音
堂
を
覆
う

仮
設
の
建
物
で
あ
る

素
す
や
ね屋

根
を
建
て
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
、
瓦
の
取
り

外
し
（
枚
数
は
１
万
枚

以
上
！
）、
部
材
の
解
体
、

建
具
の
取
り
外
し
な
ど

を
経
て
、
平
成
16
年
３
月

に
解
体
が
完
了
し
ま
し

た
。

　

柱
と
基
礎
部
分
を
残

し
た
状
態
で
、
お
堂
は
す

み
ず
み
ま
で
詳
し
く
調

べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
や
、
過
去
の

修
理
の
年
代
な
ど
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
観
音
堂
は
、

元げ
ん
ろ
く禄

16
（
一
七
〇
三
）
年

が
終
わ
る
今
年
の
６
月
頃
に
取

り
払
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
後
、
お
堂
の
な
か
の
漆
塗

り
や
金
具
の
取
り
付
け
な
ど
が

行
わ
れ
、
百
年
に
一
度
と
言
わ

れ
る
大
事
業
で
あ
る
「
平
成
の

大
修
理
」
は
、
来
年
３
月
に
完

成
し
ま
す
。

の
大
地
震
で
、
那
古
寺
の
す
べ

て
の
建
物
が
倒
壊
し
た
あ
と
、

宝ほ
う
れ
き暦

９(

一
七
五
九)

年
に
再
建

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
の
解
体

修
理
に
よ
っ
て
、
一
七
三
〇
年

代
に
再
建
が
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い

た
こ
と
や
、明
治
29(

一
八
九
六)

年
に
瓦
の
葺
き
替
え
が
行
わ
れ

た
こ
と
な
ど
、
新
発
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

今
で
は
見
慣
れ
た
景
色
と

な
っ
た
観
音
堂
全
体
を
覆
う
白

い
素
屋
根
は
、
瓦
の
取
り
付
け

▲平成 16年 3月解体した様子

観音堂外
げじん
陣の蟇

かえる
股
また
（梁

はり
や桁

けた
の上に置かれる部材）彫刻の裏面。墨

ぼくしょ
書から、

享
きょうほう
保 16（1731）年のものであることがわかった。
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まだまだ男性が優遇されている？
男女共同参画市民意識調査の結果まとまる

市が昨年９月に実施した、市民意識調査の結果がまとまりましたので、その概要をお知らせしま
す。意識調査にご協力いただきました市民の皆様に、厚く御礼申し上げます。

この調査は，男女共同参画社会の形成に向けて、市民の皆様に男女共同参画に関する声やご意見
をお聞きし、今後の男女共同参画施策を推進する上での基礎資料とするために実施いたしました。
調査結果の詳細は、「館山市男女共同参画市民意識調査報告書」（冊子）をご覧下さい。市ホームペー
ジや市役所ロビー、各地区公民館で閲覧できます。このアンケートの調査結果は、平成１９年度に
改定が予定される「男女共同参画推進プラン」策定のための資料として活用します。電子メール、
お手紙、FAX など市民のみなさんの男女共同参画に関するご意見をお待ちしております。

問合せ／企画課政策グループ（℡ 22-3163）FAX：23-3115
　　　　E-male: kikakuka@city.tateyama.chiba.jp

調査結果概要
(1)　男女平等意識

「社会全体で」では、男女とも『男性が優遇されている』が高く、不平等と感じる割合が高い。
女性 74.8％、男性 61.8％

男女とも『そう思わない』が男性　46.6%、女性　41.9%　
　

調査の結果を見ると，学校教育の場を除いて、社会全体で男性優遇の割合が依然として高くなっているこ
とがわかります。今後、社会で男女が平等になるためには、女性の就業、社会参加を支援する施設やサービ
スの充実を図ることや女性自身が経済力をつけることが重要です。また、知識・技術を習得するなど、積極
的に能力の向上を図る必要もあります。

(2)　家庭生活
　現実には、すべての日常的な家庭の仕事は、『主に妻が
行っている』が高い

「食事の支度・あとかたづけ」を行っているのは
主に妻　83.8%　主に夫　3.1%　夫婦とも　9.7％

「掃除・洗濯」を行っているのは主に妻　81.8%　主に夫
　2.6%　夫婦とも　11.9％
    理想では、「食事の支度・あとかたづけ」「掃除・洗濯」
は『主に妻』、それ以外の日常的な仕事は『夫婦とも』の
割合が高い。

「食事の支度・あとかたづけ」の分担は　
主に妻　48.9%　　主に夫　0.9%　夫婦とも　47.4％

「掃除・洗濯」の分担は　　　　　　
主に妻　48.9%　　主に夫　1.7%　夫婦とも　45.7％
どの項目でも、現実と理想との差が大きい。

子どもの教育における男女平等の意識について
「男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てる方が
よい」は、男女とも『そう思う（「そう思う」+「どちらか
といえばそう思う」）』が高い。
　　男性　78.9%       女性　70.0%　　

「性別にとらわれず、勇気や決断力、思いやりを身につけさ
せる方がよい」は、男女とも『そう思う』が圧倒的に高い。

男性　95.5%      女性　92.8%　

(3)　教育

家事等の役割分担について

「男は仕事、女は家庭」という考え方

職業について

(4)　人権

(5)　用語の周知度

(6)　職業　

女性の人権が侵害されていると感じることについて　　 
「女性への性暴力」が最も高く、わいせつやストーカー行
為が続く。

女性　80.5%　　男性　75.0%　

見たり聞いたりしたことのある用語について　　　　　
　　　男女雇用機会均等法が最も高く、男女共同参画社会基
本法、館山市 コーラル会議の順に周知している。

       男性　80.4%      女性　72.9%

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　
　                            　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　  　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　現在、参画している地域活動について「町内会・自治会、
青年団・女性会・老人クラブなどに関する活動」が最も高い。

男性　25.0%      女性　19.9%　　

(7)　社会活動への参画

 一般的に女性が職業をもつことについて　　　　　　　　
　　『子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業
をもつ方がよい』が高い。

　男性　80.4%      女性　72.9%
　女性　44.8%      男性　43.1%

男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てるか

１　調査対象：市内在住の 20 歳以上の男女 1,000 人
２　抽出方法：住民基本台帳より層化無作為抽出法
３　調査方法：郵送配布・郵送回収
４　調査時期：平成 18 年 9 月 7 日～ 9 月 22 日
５　調査項目：①男女平等意識②家庭生活③教育④人権
　　　　　　　⑤用語の周知度⑥職業 ⑦社会活動等への
　　　　　　　参画⑧自由記述
６　回答者数：484 人（回収率：48.4％）
　　　　　　　女性 277 人　男性 204 人　不明 3 人

調査の内容

せら知お
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２
月
24
日
、
南
総
文
化
ホ
ー

ル 

小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
県
内

の
港
湾
関
係
者
や
一
般
市
民
ら

が
一
同
に
集
う
『
海
を
い
か
し

た
地
域
振
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 
ｉ

ｎ
千
葉
』
国
土
交
通
省 
関
東
地

方
整
備
局 

千
葉
港
湾
事
務
所 
主

催
〔
千
葉
県
及
び
館
山
市
が
後

援
〕
が
開
催
さ
れ
、
会
場
に
は
、

海
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
や
商
工
・
建

設
・
土
木
関
係
者
な
ど

200
人
を

超
え
る
参
加
者
が
集
ま
り
、
熱

気
を
帯
び
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
開
催
は
、
千
葉
県
の

産
業
を
支
え
る
千
葉
港
や
木
更

津
港
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

最
新
装
備
に
気
持
ち
も
一
新

　
「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
す
市
は
、
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
１
台
を
更
新
し
ま
し
た
。

西
岬
地
区
を
担
当
す
る
第
６
分

団
第
14
部
の
車
両
老
朽
化
に
伴

い
更
新
し
た
も
の
で
、
館
山
市

長
か
ら
部
に
貸
与
し
ま
し
た
。

消
防
ポ
ン
プ
車
両
で
、
購
入
費

１
４
５
９
万
５
千
円
。
定
員
は

８
人
。

　

先
月
12
日
、
市
役
所
駐
車
場

で
納
車
・
貸
与
式
が
開
か
れ
、

金
丸
市
長
か
ら
「
火
災
を
は
じ

め
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
や
有
事
に

備
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
、

引
き
渡
し
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く

取
扱
い
説
明
を
う
け
な
が
ら
館

山
市
山
本
堰
で
放
水
試
験
を
行

い
ま
し
た
。

第
６
分
団
第
14
部
佐
野
勲
部
長

は
「
最
新
装
備
の
車
で
、
団
員

一
同
気
持
ち
も
新
た
に
地
域
の

安
全
の
た
め
消
防
活
動
に
尽
力

し
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。

第
６
分
団
第
14
部
消
防
ポ
ン
プ
車
を
更
新

▲新車の貸与式

水消火器による訓練

　
平
成
19
年
度
軽
自
動
車
税
の
納

税
通
知
書
を
４
月
中
旬
に
発
送
し

ま
す
。
納
期
限
は
５
月
１
日
（
火
）

で
す
。
期
限
内
に
金
融
機
関
か
市

納
税
課
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に
使
用

さ
れ
る
軽
自
動
車
な
ど
は
、
軽
自

動
車
税
が
減
免
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
該
当
す
る
場
合
は
、
納

税
通
知
書
が
届
い
た
ら
、
４
月
24

日
（
火
）
ま
で
に
税
務
課
で
減
免

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
減
免

に
な
る
の
は
、
障
害
の
あ
る
人
１

人
に
つ
き
１
台
（
普
通
自
動
車
を

含
む
）
で
す
。

　

申
請
の
際
は
、
印
鑑
、
障
害
者

手
帳
、
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許

証
が
必
要
で
す
。
障
害
の
あ
る
人

と
住
所
と
生
計
を
一
に
す
る
人
の

住
所
が
異
な
る
場
合
は
、
常
時
介

護
証
明
書
を
用
意
し
て
く
だ
さ

い
。

　
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
／
表
１
の
と
お
り

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
／
表
２
の
と
お
り

　
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
／
障
害
の
あ
る
人
及
び
そ
の

人
と
生
計
を
一
に
す
る
人
が
所
有

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
１
日

減
免
申
請
は
4
月
24
日
ま
で
に

▼表 2　身体障害者手帳の交付を受けている人

す
る
場
合
は
、
Ａ
（
Ａ
の
１
、
Ａ

の
２
）
ま
た
は
Ａ
の
１
の
人
、
Ａ

の
２
で
音
声
も
し
く
は
言
語
ま
た

は
上
肢
の
機
能
障
害
が
あ
り
、
身

体
障
害
者
手
帳
に
３
級
と
記
載
さ

れ
て
い
る
人

　
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福

祉
に
関
す
る
法
律
第
45
条
の
障
害

減
免
に
な
る
障
害
の
区
分

者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
／
障
害

の
あ
る
人
及
び
そ
の

人
と
生
計
を
一
に
す

る
人
が
所
有
す
る
場

合
は
、
１
級
（
通
院

医
療
費
の
公
費
負
担

を
受
け
て
い
る
人
）

　

問
合
せ
／
税
務
課

市
民
税
グ
ル
ー
プ
（
℡

22―

３
２
６
２
）

▼表１　戦傷病者手帳の交付を受けている人

障害のある人本人（障害のある人が 18 歳未満の
場合は生計を一にする人）が所有する場合

障害のある人と生計を一にする人が
所有する場合

1 級及び 3 級
1 級及び 3 級
1 級及び 3 級

1 級及び 3 級

1 級及び 3 級

1 級から 3 級までの各級

1 級及び 2 級（一上肢のみに運動機能障害がある場合を除く）

1 級から 3 級までの各級及び 4 級の 1
2 級及び 3 級
3 級

視覚障害
聴覚障害
平衡機能障害
音声機能又は
言語機能障害
上肢不自由
下肢不自由
体幹不自由

心臓機能障害
じん臓機能障害
呼吸器機能障害
ぼうこう又は直腸の
機能障害
小腸機能障害
ヒト免疫不全ウイルス
による免疫機能障害

3 級（咽頭摘出による音声機能障害が
ある場合に限る） ―

1 級、2 級の 1 及び 2 級の 2
1 級から 6 級までの各級
1 級から 3 級までの各級及び 5 級

1 級、2 級及び 3 級の 1
1 級から 3 級までの各級

1 級から 6 級までの各級 1 級及び 2 級

障害の区分

乳幼児期以前
の非進行性脳
病変による運
動機能障害

上肢機能

移動機能

障　害　の　級　別

　　
市
は
２
月
24
日
（
土
）
に
、
大
地
震
の
発
生
を
想
定
し
た
職
員
の
非

常
召
集
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
午
前
６
時
30
分
、
房
総
半
島
沖
を
震
源
と
す
る
震
度
６
強
の
地
震
が

発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
本
庁
舎
内
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
。
職
員

を
各
地
区
の
活
動
拠
点
と
な
る
小
学
校
に
招
集
し
、
現
地
で
の
訓
練
を

行
っ
た
後
、
市
役
所
本
庁
舎
に
集
め
、
あ
ら
か
じ
め
各
部
課
ご
と
に
役

割
が
決
ま
っ
て
い
る
災
害
対
策
班
に
よ
り
、
災
害
対
応
や
復
旧
に
つ
い

て
の
訓
練
を
行
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
参
集
し
た

440
人
の
職
員
は
、
大
地
震
が
発
生
し
た
際
、
迅
速
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
役
割
や
手
順
を
再
確
認
し
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら

な
い
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
訓
練
に
従
事
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
庁
舎
か
ら
の

火
災
の
発
生
を
想
定
し

た
初
期
消
火
訓
練
を
館

山
消
防
署
の
指
導
に
よ

り
実
施
、
水
消
火
器
に

よ
る
実
践
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　
訓
練
を
終
え
た
金
丸

市
長
は
「
市
民
の
安
全

を
念
頭
に
お
き
、
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
本
日
の
訓
練

を
生
か
し
日
頃
か
ら
防

災
へ
の
意
識
を
持
ち
、

緊
張
感
を
持
っ
て
、
市

民
の
生
命
を
守
る
役
割

を
担
っ
て
ほ
し
い
」
と

講
評
し
ま
し
た
。

市
で
職
員
の
非
常
召
集
訓
練

市
民
の
安
全
を
第
一
に
緊
張
感
を
持
っ
て
活
動
を

障害の区分

特別項症から第 3 項症
までの各項症

せら知お

海
を
い
か
し
た
地
域
振
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

Ｉ
Ｎ 

千
葉

地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
館
山

港
な
ど
特
色
あ
る
み
な
と
が
持

つ
資
源
を
活
用
し
、『
み
な
と
を

通
じ
た
観
光
に
よ
る
地
域
振
興

の
あ
り
方
』
に
つ
い
て
多
く
の

人
が
一
緒
に
考
え
る
機
会
と
し

て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
観
光

と
み
な
と
の
文
化
」
を
テ
ー
マ

海
・
み
な
と
・
人
の
交
流
が
必
要

に
し
た
基
調
講
演
の
あ
と
、
海

を
い
か
し
た
地
域
振
興
を
テ
ー

マ
に
各
界
の
専
門
家
が
意
見
交

換
。
そ
れ
ぞ
れ
が
実
践
す
る
、

海
、
み
な
と
を
核
と
し
た
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
の
持
論
を
展

開
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
観
光
は
地
域
の

力
で
地
域
を
誇
れ
る
場
所
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
心
の

豊
か
さ
も
大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド

で
す
」
と
議
論
を
ま
と
め
ま
し

た
。
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視覚障害
聴覚障害
平衡機能障害
音声機能又は
言語機能障害
上肢不自由
下肢不自由

体幹不自由

心臓機能障害
じん臓機能障害
呼吸器機能障害
ぼうこう又は直腸の機能障害
小腸機能障害

特別項症から第 4 項症までの各項症
特別項症から第 4 項症までの各項症
特別項症から第 4 項症までの各項症

特別項症から第 2 項症までの
各項症（咽頭摘出による音声
機能障害がある場合に限る）

障害のある人本人が所有する場合
障　害　の　程　度

特別項症から第 3 項症までの各項症
特別項症から第 6 項症までの
各項症及び第 1 款症から第 3
款症までの各款症
特別項症から第 6 項症までの
各項症及び第 1 款症から第 3
款症までの各款症

特別項症から第 3 項症までの各項症
特別項症から第 3 項症までの各項症
特別項症から第 3 項症までの各項症
特別項症から第 3 項症までの各項症
特別項症から第 3 項症までの各項症

―

特別項症から第 3 項症
までの各項症

障害のある人と生計を一
にする人が所有する場合



　
従
来
の
企
画
部
は
、「
市
長
公

室
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
市
長
公
室
は
、
市
長
の
直

属
部
署
と
し
て
各
部
を
調
整
し

た
り
、
新
た
な
行
政
需
要
に
素

早
く
対
応
す
る
な
ど
、
政
策
立

案
か
ら
実
現
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　

地
震
や
大
雨
、
火
災
な
ど
に

備
え
る
防
災
を
担
う
「
社
会
安

全
課
」
を
「
市
長
公
室
」
に
移

し
ま
す
。
市
長
直
属
の
市
長
公

室
に
移
す
こ
と
で
、
災
害
な
ど

が
発
生
し
た
際
に
、
市
の
様
々

な
部
課
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
、

よ
り
迅
速
で
有
効
な
防
災
対
策

を
実
現
し
ま
す
。

　

社
会
安
全
課
は
、
町
内
会
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
業
務
な
ど
も
受

け
持
ち
、
日
頃
か
ら
防
災
意
識

の
啓
発
に
努
め
、
市
民
と
一
体

と
な
っ
た
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

※
社
会
安
全
課
は
市
役
所
４
号

館
（
旧
市
民
セ
ン
タ
ー
）
に
移

り
ま
す
。

　
新
た
に「
こ
ど
も
課
」を
設
け
、

児
童
手
当
や
乳
幼
児
医
療
な
ど

の
ほ
か
児
童
虐
待
へ
の
対
応
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
保
一
元

化
な
ど
を
進
め
、
子
育
て
支
援

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
４
月
１
日
か
ら
市
の
部
や
課
な
ど
の
構
成
や
名
称
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、「
市
民
の
要

望
や
新
た
に
生
ず
る
課
題
に
素
早
く
対
応
で
き
る
組
織
」、「
市
民
に
分
か
り
や
す
い
簡
素
で
効
率
的

な
組
織
」
を
目
指
し
た
も
の
で
、
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
従
来
の
係

制
度
を
見
直
し
、
グ
ル
ー
プ
制
を
全
庁
に
導
入
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
総
務
課
行
政
管
理
グ
ル
ー
プ
（
℡
22―

３
２
１
８
）

４
月
１
日
か
ら
市
の
組
織
が
変
更　

国
民
健
康
保
険
な
ど
の
医
療

保
険
制
度
や
介
護
保
険
制
度
を

総
合
的
に
担
当
す
る
「
保
険
給

付
課
」
を
新
た
に
設
け
ま
す
。

保
険
給
付
課
で
は
、
国
民
健
康

保
険
や
国
民
年
金
、
介
護
保
険

に
関
す
る
業
務
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
保
険
の
給
付
状
況
な
ど

健
康
増
進
に
つ
な
が
る
デ
ー
タ

を
分
析
し
、
そ
の
活
用
を
図
り

な
が
ら
、
市
民
の
健
康
づ
く
り

を
支
援
し
ま
す
。

　

従
来
の
経
済
環
境
部
と
港
湾

観
光
部
を
統
合
し
て
「
経
済
観

光
部
」
を
設
け
ま
す
。
経
済
観

光
部
内
に
商
工
課
と
観
光
立
市

推
進
課
を
統
合
し
た
「
商
工
観

光
課
」を
設
け
、観
光
や
商
工
業
、

全
部
署
に
グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
し
効
率
化

農
水
産
業
な
ど
関
連
産
業
の
連

携
強
化
を
図
り
、
よ
り
効
率
的

な
経
済
活
性
化
施
策
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
海
辺
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
を
「
み
な
と
ま
ち

づ
く
り
課
」
に
改
め
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
か
ら
一
部
の
部

署
で
導
入
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

制
を
改
善
し
、
全
部
署
に
導
入

し
ま
す
。
従
来
の
課
内
室
や
係

は
す
べ
て
廃
止
し
、
新
た
に
課

内
に
グ
ル
ー
プ
を
設
け
、
業
務

を
効
率
的
に
行
い
ま
す
。

※
グ
ル
ー
プ
制
と
は
、
課
内
の

職
員
を
業
務
の
繁
閑
に
応
じ
て

流
動
的
に
配
置
す
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
も
の
で
、
職
員
の
相

互
協
力
体
制
に
よ
る
効
率
的
業

務
遂
行
と
中
間
管
理
職
を
な
く

す
こ
と
に
よ
る
意
思
決
定
の
迅

速
化
な
ど
を
目
的
と
し
ま
す
。

【
部
の
名
称
変
更
】

○
健
康
福
祉
部
（
旧
市
民
福
祉

部
）

○
建
設
環
境
部
（
旧
建
設
部
）

【
課
の
変
更
】

○
行
革
財
政
課
（
行
財
政
改
革

推
進
課
と
財
政
課
を
統
合
）

○
管
財
契
約
課
（
情
報
政
策
課

と
財
政
課
内
の
契
約
、
管
財
及

び
工
事
検
査
業
務
を
統
合
）

○
福
祉
課
（
社
会
福
祉
課
と
高

齢
者
福
祉
課
を
統
合
）

○
環
境
課
（
旧
環
境
保
全
課
）

○
教
育
総
務
課
（
庶
務
施
設
課

と
学
校
教
育
課
内
の
幼
稚
園
・

小
中
学
校
の
管
理
業
務
を
統
合
）

▼
そ
の
他
部
課
の
見
直
し

主
な
変
更
内
容
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せら知お
▼
政
策
立
案
・
調
整
機
能

　
の
強
化

▼
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

▼
子
育
て
支
援
の
充
実

▼
経
済
活
性
化
施
策
の
総

　
合
的
・
効
果
的
な
推
進

▼
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入

▼
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
強
化

会議室 総務課 企画課

階段階段階段階段

階段階段

秘書
広報課

市長室応接室副市長室行革財政課正副議長室

都市計画課

建設課

男トイレ

女トイレ

環境課
会議室

男女トイレ

議会
事務局

選挙管理
委員会
事務局
情報公開
総合窓口
情報公開
総合窓口

3号館2F

3号館1F

階段
社会安全課

男女トイレ男女トイレ
4号館2F

階段

正面玄関

管財契約課 納税課

福祉課

宿直室宿直室
市民
相談室

相談室

こども課 福祉課福祉課

会議室 商工観光課

農水産課階段階段

階段階段

階段階段
階段

スポーツ課監査
事務局

教育長室教育
総務課

生涯
学習課

男女トイレ

学校
教育課

農業委員会
事務局
農業委員会
事務局

会計局
待合コーナー

正面玄関

銀行　窓口銀行　窓口

キャッシュ
コーナー

キャッシュ
コーナー

男女トイレ
中庭

受付
市民課

保険給付課
税務課

管財契約課管財契約課

2号館3F

本
館
１
Ｆ

本
館
２
Ｆ

本
館
３
Ｆ

2号館1F

三芳水道企業団
安房郡市
広域市町村圏
事務組合

▲
入口

▲
入口

階段階段

階段

館山市庁舎案内図

▲
入口

▲
入口

みなとまち
づくり課



　４月１日から電話交換業務を廃止するため、今まで使用していた代表電話番号（℡ 22 －
3111）は利用できなくなります。
　市役所への電話は、各課の直通電話番号をご利用ください。なお、お受けした電話は、庁内の
各部署への転送が可能ですので、遠慮なく職員へお申し出ください。
　問合せ／管財契約課管財検査契約グループ（℡ 22－ 3296）

秘書広報

政策

安全
協働
行政管理

人事研修
行財政改革
財政
管財検査契約
情報システム管理
市民税

資産税
管理
収納
市民

（市民相談室）
予防
保健
保護
社会福祉

障害福祉
高齢者福祉

子育て支援

国保年金

介護保険

市
長
公
室

総　
務　
部

健
康
福
祉
部

秘書広報課

部　課　名 グループ名 電話番号主　な　仕　事

企画課

社会安全課

総務課

行革財政課

管財契約課

税務課

納税課

市民課

健康課

福祉課

こども課

保険給付課

商工

観光
体験交流
農政
耕地
漁政
コーディネート
管理
整備

計画

街路
施設
管理

建設
環境対策
一般廃棄物
出納
総務
施設
学校指導

振興
国体推進
社教文化

総務
総務
総務
総務

商工観光課

農水産課

みなとまちづくり課

建設課

都市計画課

下水道課

環境課

教育総務課

学校教育課

スポーツ課

生涯学習課
議会事務局
監査事務局

選挙管理委員会事務局
農業委員会事務局

経
済
観
光
部

教
育
委
員
会
事
務
局

会計局

部　課　名 グループ名 電話番号

市役所への電話は直通番号のご利用を！
４月から代表電話番号を廃止

市の主な出先機関と関係機関の電話番号一覧
図書館
博物館
中央公民館
(コミュニティセンター )
菜の花ホール
豊津ホール
(赤山地下壕跡 )

若潮ホール
市営 50ｍプール
市民運動場
温水プール
教育センター
老人福祉センター
出野尾老人福祉センター

衛生センター
清掃センター
収集センター
城山公園
安房郡市広域市町村
圏事務組合
三芳水道企業団

9 だん暖たてやま 平成 19年 4月 1日 8

せら知お

主　な　仕　事

建
設
環
境
部

商工業の振興　雇用・労働対策　館山工業団地
消費生活相談（市民相談室）
観光の振興・宣伝・紹介　海水浴場
体験観光　体験交流センター
農業経営改善の支援　園芸・畜産の振興
農道・農地の基盤整備
水産経営改善の支援　水産振興
みなとまちづくり　海辺を活用した地域振興
市道の管理　法定外の道路・水路の管理
道路・橋りょう・河川の改修及び維持補修　
道路河川災害
都市計画の策定　開発行為　
土地取引に伴う届出　建築確認申請
都市計画道路　都市下水路
都市公園　館山駅自由通路　市営住宅　屋外広告物
下水道使用料の賦課徴収　
鏡ヶ浦クリーンセンターの管理・運営
公共下水道の整備
環境衛生　公害　生活排水の浄化
ごみの処理　道路側溝の清掃
歳入歳出の出納　財産の記録・管理
教育委員会の総務　幼稚園・小中学校の管理
学校施設の整備
幼稚園・小中学校の指導　教職員の研修　
児童生徒の就学指導
社会体育の振興　社会体育施設の管理
国民体育大会の開催準備
生涯学習の推進　社会教育の充実　
青少年の健全育成　文化財保護　文化の振興
議会運営　議員の福利・厚生　議会だよりの発行
出納・事務事業の監査
選挙人名簿の登録　選挙の執行　啓発
農地の移動・転用　農地の貸し借り　農業者年金

22－ 3362
22 － 3199
22 － 3346
22 － 2544
22 － 3396
22 － 3397

22 － 3606
22 － 3631
22 － 3636
22 － 3637
22 － 3640

22 － 3612
22 － 3610
22 － 3661

22 － 3674
22 － 3352
22 － 3354
22 － 3506
22 － 3685

22 － 3694

22 － 3696
22 － 3957
22 － 3698

22 － 3527
22 － 3542
22 － 3523
22 － 3539

秘書　表彰
広報紙の発行
市政の基本的施策の企画・総合調整　国際交
流　女性施策　行政や地域の情報化推進
消防　防災　防犯　交通安全　市民交通傷害保険
町内会　地縁団体　コミュニティ活動　ＮＰＯ活動
市の組織　条例の整備　公文書管理　情報公
開　個人情報保護　統計調査
職員の人事・給与・研修・福利
行財政改革
財政計画　予算編成
市有財産の管理　市発注工事の検査　入札　契約
基幹系システムと情報系システムの管理運用
市県民税・国民健康保険税・介護保険料・
軽自動車税の課税
固定資産税・都市計画税・その他市税の課税
市税・介護保険料の督促　過誤納金の還付
市税・介護保険料の収納
各種証明書の交付　戸籍　住民基本台帳　印
鑑登録　外国人登録
各種市民相談
予防接種　各種検診　感染症予防
母子健康手帳　乳幼児健診　生活習慣病予防
生活保護
地域福祉　心身障害者医療　人権擁護　
戦没者遺族　日本赤十字社
障害者福祉
老人の援護　老人クラブ　シルバー人材セン
ター　老人福祉センター
児童手当　乳幼児医療　ひとり親家庭　
保育園　家庭児童相談
老人保健　国民年金
国民健康保険
介護保険　要介護認定　地域包括支援センター

22－ 3122
22 － 3121
22 － 3163

22 － 3442
22 － 3142
22 － 3218
22 － 3168
22 － 3953
22 － 3235
22 － 3291
22 － 3296
22 － 3174
22 － 3262

22 － 3261
22 － 3257

22 － 3414

22 － 3199
23 － 3113
23 － 3114
22 － 3491
22 － 3492

22 － 3487

22 － 3496

22 － 3418
22 － 3428
22 － 3489

22－ 0701
23 － 5212
23 － 3111

24 － 1515
22 － 8744
24 － 1911

27 － 5504
22 － 2039
27 － 4220
22 － 5519
22 － 8051
22 － 5234
23 － 4405

23 － 3566
23 － 3033
23 － 3199
22 － 2080
22 － 5633

22 － 3729



　
大
学
や
専
門
学
校
に
通
う
学
生
は
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
支

払
い
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
」
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
承
認
を
受
け
た
期
間
中
の
障
害
や

死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
毎
年
申
請
が
必
要

で
す
。　
　
　
問
合
せ
／
保
険
給
付
課
国
保
年
金
グ
ル
ー
プ
（
℡

22―

３
４
１
８
）

　
対
象
／
20
歳
以
上
の
学
生
で
、

学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定

以
下
（
※
）
の
人
。
前
年
ま
た

は
今
年
、
会
社
な
ど
を
退
職
し

て
学
生
に
な
っ
た
人
は
、
所
得

基
準
額
を
超
え
て
い
て
も
退
職

を
考
慮
し
た
審
査
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

※
118
万
円
＋
扶
養
親
族
な
ど
の

数
×
38
万
円
＋
社
会
保
険
料
控

除
な
ど

　
対
象
と
な
る
学
生
／
大
学（
大

学
院
）、
短
大
、
高
校
、
専
門
学

校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
（
修

業
年
限
が
１
年
以
上
の
課
程
）、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校

に
在
学
す
る
人
。
夜
間
部
、
定

時
制
課
程
、
通
信
制
課
程
の
学

生
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
／
保
険
給
付
課
国
保

年
金
グ
ル
ー
プ
へ
、
①
年
金
手

帳
ま
た
は
納
付
案
内
書
（
基
礎

年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
）、
②

平
成
19
年
度
有
効
な
在
学
証
明

書
ま
た
は
学
生
証（
コ
ピ
ー
可
）、

③
印
鑑
、
④
会
社
な
ど
を
離
職

し
て
学
生
に
な
っ
た
人
は
、
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票（
コ
ピ
ー

可
）
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
社
会
保
険
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
書
類
を
添

付
し
て
郵
送
で
申
請
で
き
ま
す
。

　

承
認
期
間
／
４
月
（
ま
た
は

20
歳
の
誕
生
月
）
か
ら
来
年
３

月
ま
で
。
申
請
が
遅
れ
て
も
要

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年

以
内
な
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
追
納
と

い
い
ま
す
。）

　

追
納
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
算

入
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
承
認

を
受
け
た
年
度
末
か
ら
２
年
を

過
ぎ
て
追
納
す
る
場
合
は
、
当

時
の
保
険
料
に
加
算
金
が
つ
き

ま
す
。

将
来
の
た
め
に
学
生
時
代
に
し
て
お
く
こ
と
…

さ
か
の
ぼ
っ
て

　
　
　
納
め
ら
れ
る

　

木
更
津
社
会
保
険
事
務
所
に

よ
る
平
成
19
年
度
の
出
張
相
談

日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
相

談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を
希

望
す
る
人
は
、
予
約
受
付
開
始

日
以
降
に
市
保
険
給
付
課
国
保

年
金
グ
ル
ー
プ
へ
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
定
員
は
50
人
で
、
定

木
更
津
社
保
の
出
張
年
金
相
談

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例

件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
年
度
内

は
さ
か
の
ぼ
っ
て
承
認
さ
れ
ま

す
が
、
障
害
基
礎
年
金
に
関
し

て
は
、
初
診
日
（
病
気
や
け
が

で
初
め
て
医
師
の
診
療
を
受
け

た
日
）
が
、
学
生
納
付
特
例
の

申
請
日
よ
り
前
に
あ
る
場
合
は
、

障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼ 19 年 度　 年 金 相 談 日 程
年金相談日 

 4 月 19 日（木）
 5 月 17 日（木）
 6 月 21 日（木）
 7 月 19 日（木）
 8 月 16 日（木）
 9 月 20 日（木）
10 月 18 日（木）
11 月 15 日（木）
12 月 20 日（木）
 1 月 17 日（木）
 2 月 21 日（木）
  3 月 19 日（水）

予約受付開始日 
  4 月 2 日（月）
  5 月 1 日（火）
  6 月 1 日（金）
  7 月 2 日（月）
  8 月 1 日（水）
 9 月 3 日（月）
10 月 1 日（月）
11 月 1 日（木）
12 月 3 日（月）
 1 月 4 日（金）
 2 月 1 日（金）
 3 月 3 日（月）

必
ず
予
約
し
て

員
に
達
し
次
第
受
付

を
終
了
し
ま
す
。

　

日
程
／
毎
月
第
三

木
曜
日
（
表
の
と
お

り
）

　

時
間
／
午
前
10
時

か
ら
午
後
３
時
ま
で

　

場
所
／
館
山
市
役

所

　

予
約
受
付
開
始
日
／
相
談
月

の
初
日
。

　

予
約
受
付
時
間
／
平
日
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　

問
合
せ
・
予
約
／
保
険
給
付

課
国
保
年
金
グ
ル
ー
プ
（
℡
22

―

３
４
１
８
）

　本年度も、無料の建築相談会を下記の日
程で開催します。家を建築したい人、住宅
の老朽化が心配な人など気軽に相談できま
す。
　日程／ 5 月 9 日（水）、7 月 11 日（水）、9
月 12 日（水）、1 月 16 日（水）、3 月 12 日（水）
時間はいずれも 13:00 ～ 17:00
11 月 4 日（日）に建築キャンペーン開催予定
　場所／市役所 3 号館 2 階会議室
　内容／木造住宅の簡易耐震診断、耐震補
強、欠陥住宅など住宅や建築に関すること。
※簡易耐震診断を希望する場合は、事前に電
話で申込み、相談日に建築確認申請時の図面
または壁の位置がわかる平面図を持参してく
ださい。
　相談員／（社）千葉県建築設計事務所協
会安房支部会員
　問合せ／都市計画課（℡ 22 － 3640）

住宅・建築に関する心配事ありませんか

住宅・建築相談会を開催

　

昨
年
８
月
１
日
か
ら
防
災
、

防
犯
、
消
防
な
ど
の
緊
急
情
報

を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
た
携
帯

電
話
な
ど
に
メ
ー
ル
で
お
知
ら

せ
す
る
『
館
山
市
安
全
・
安
心

緊
急
情
報
を
メ
ー
ル
で
配
信

『
館
山
市
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
』
に
登
録
し
て

　

４
月
１
日
か
ら
、
公
共
下
水

道
の
供
用
開
始
区
域
を
拡
大
し

ま
す
。
今
回
供
用
開
始
に
な
る

区
域
は
、
図
の　
　

の
区
域
で

す
。

　

こ
の
区
域
は
、
今
年
度
か
ら

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
が
、
土
地
所
有

者
な
ど
は
受
益
者
負
担
金
の
申

請
・
申
告
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
該
当
者
に
は
、
公
共
下

水
道
受
益
者
負
担
金
の
基
礎
と

な
る
申
告
書
を
今
月
上
旬
に
郵

公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域
を
拡
大

受
益
者
負
担
金
の
申
告
は
じ
ま
る

送
し
ま
す
。
申
告
は
下
水
道
課

で
で
き
る
ほ
か
、
郵
送
で
も
受

付
け
て
い
ま
す
。

　

申
告
受
付
日
時
／
４
月
16
日

（
月
）
～
27
日
（
金
）
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
30
分
（
土
・

日
は
除
く
）

　

場
所
／
鏡
ヶ
浦
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
内
下
水
道
課

　

問
合
せ
・
郵
送
先
／
〒

294―

０
０
５
４　

湊
465―

１　

下
水

道
課
（
℡
22―

３
６
６
１
）

　東京や千葉への高速バス利用者のための駐車場を設置
しました。料金は無料です。
　なお、千葉行きの高速バスを利用する人は、従来どお
り「健人館」の駐車場も利用できます。
　設置場所／千葉県南総文化ホール北側
　駐車可能台数／ 14 台
　問合せ／企画課（℡ 22 － 3163）

南総文化ホール北側に
高速バス利用者用無料駐車場

メ
ー
ル
』
の
配
信
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
２
月
末
現
在
で
、

３
千
32
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
情
報
は
、
警
報
な
ど
の

発
表
や
災
害
情
報
、
避
難
情
報

な
ど
も
配
信
す
る
た
め
、
災
害

に
備
え
て
登
録
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
不
審
者
情
報
や
火
災

情
報
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
中

止
な
ど
も
配
信
す
る
ほ
か
、
携

帯
電
話
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開

設
さ
れ
、
休
日
・
夜
間
当
番
医

や
本
紙
に
掲
載
さ
れ
た
情
報
、

地
域
の
気
象
情
報
も
見
る
こ
と

　

市
道
に
水
道
管
、
ガ
ス
管
、

下
水
道
管
、
家
庭
か
ら
の
排
水

管
な
ど
を
埋
設
す
る
場
合
は
市

の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
工
事
に
は

掘
削
工
事
が
伴
い
ま
す
が
、
掘

削
は
道
路
に
大
き
な
損
傷
を
与

え
る
た
め
、
道
路
舗
装
工
事
完

了
後
か
ら
基
本
的
に
３
年
間
は

掘
削
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

問
合
せ
／
建
設
課
管
理
グ

ル
ー
プ
（
℡
22―

３
６
３
１
）

市
道
の
掘
削
を
規
制

が
で
き
ま
す
。

　

登
録
方
法
は
、
市
社
会
安
全

課
か
携
帯
電
話
の
販
売
店
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
会
社
を
変
更
し
た

場
合
は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が

変
更
に
な
る
た
め
、
改
め
て
登

録
が
必
要
で
す
。

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（
℡

22―

３
４
４
２
）

▲ QR コード対応の携帯電
話でこのコードを撮影する
と、入力なしで館山市のサ
イトにアクセスできます。

せら知お
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県
立
安
房
高
等
学
校
の
国
際

交
流
事
業
お
よ
び
姉
妹
都
市
交

流
の
一
環
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
・

ベ
リ
ン
ハ
ム
市
か
ら
「
ウ
エ
ン

デ
ィ
ー
・
セ
ッ
タ
ー　

ダ
ン
ス

ス
ク
ー
ル
」の
女
子
ダ
ン
ス
チ
ー

ム
13
人
が
館
山
を
訪
れ
公
演
を

行
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
中
・

高
校
生
と
い
う
若
い
チ
ー
ム
な

が
ら
、
バ
レ
エ
、
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス

か
ら
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ま
で
様
々

な
ダ
ン
ス
を
得
意
と
し
、
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
イ
を
は
じ
め
と
し
て
ア

メ
リ
カ
の
各
都
市
や
カ
ナ
ダ
で

ベ
リ
ン
ハ
ム
か
ら
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
が
や
っ
て
く
る

４
月
13
日
に
文
化
ホ
ー
ル
で
公
演

も
公
演
を
行
い
、
多
く
の
賞
を

受
賞
し
て
い
る
実
力
派
の
ダ
ン

ス
チ
ー
ム
で
す
。

　

な
お
、
南
総
少
年
少
女
合
唱

団
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
や
日
本
舞
踊
里
見

流
、
リ
エ
・
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

の
皆
さ
ん
の
出
演
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

日
時
／
４
月
13
日
（
金
）
午

後
５
時
～
午
後
７
時
30
分

　

場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル
小

ホ
ー
ル

　
入
場
料
／
無
料

　

問
合
せ
／
県
立
安
房
高
等
学

校
谷
（
℡
22―
０
１
３
０
）

　市は、浄化槽の設置に対して、設置費の一
部を補助しています。今年度の補助金限度額
は、５～ 10 人槽で 12 万円です。（11 人槽以
上は補助対象外）
　なお、下水道認可区域・店舗・別荘・アパー
トなどは補助の対象になりません。
　また、補助できる基数には限りがあるため、
申請数が補助基数の予定枠を超えると、補助
金を交付できない場合があります。
　問合せ／環境課環境対策グループ
　　　　（℡ 22 ― 3352）

浄化槽設置費の一部を補助

　
４
月
１
日
か
ら
、「
館
山
市
高

齢
者
働
く
会
」
の
名
称
が
「
館

山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

に
変
更
と
な
り
、
事
務
所
が
船

形
地
区
に
あ
る
若
潮
ホ
ー
ル
に

移
転
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
団
塊
の
世
代
が
高

齢
期
を
迎
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

高
齢
者
の
経
験
や
知
恵
を
活
か

し
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
た
め
、

公
益
法
人
の
設
立
を
目
指
し
名

称
変
更
と
事
務
所
移
転
を
す
る

も
の
で
す
。

館
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
名
称
変
更

館
山
市
高
齢
者
働
く
会

　

併
せ
て
、
若
潮
ホ
ー
ル
の
利

用
申
込
み
受
付
業
務
も
行
い
ま

す
。
受
付
時
間
は
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

　

移
転
先
／
〒

294―

０
０
５
６

　

船
形

297―

71　

若
潮
ホ
ー
ル

内
（
℡
27―

２
７
９
９
）

▲ダンスチームのみなさん

　昭和 31 年から 34 年の間に、ドミニカ共和
国に移住した人に対し、特別一時金を支給し
ています。
　請求期限／平成 20 年１月 31 日
　問合せ／外務省領事局政策課　ドミニカ特
別一時金担当（℡ 03 － 3580 － 3311 内線
4476）

ドミニカ移住者に特別一時金を支給

5 ～ 10 人槽で 12 万円を限度

　

４
月
か
ら
、
心
身
障
害
者
医

療
費
の
支
給
決
定
通
知
書
は
送

付
し
ま
せ
ん
。
受
給
者
は
、
通

帳
で
入
金
の
確
認
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
申
請
の
受
付
及
び
支

給
は
、
従
来
ど
お
り
で
す
。

　

医
療
費
の
申
請
受
付
は
、
毎

月
10
日
を
締
切
と
し
、
翌
月
の

末
日
に
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。

　

受
付
の
特
例
／
10
日
が
市
役

所
閉
庁
日
の
場
合
は
、
10
日
以

降
最
初
の
開
庁
日
が
受
付
の
締

切
日
と
な
り
ま
す
。

　

支
給
日
の
特
例
／
末
日
が
銀

行
休
業
日
の
場
合
は
、
末
日
以

前
の
最
初
の
営
業
日
が
支
給
日

と
な
り
ま
す
。

　

問
合
せ
／
福
祉
課
社
会
福
祉

グ
ル
ー
プ
（
℡
22―

３
４
９
２
）

４
月
か
ら
支
給
決
定
通
知
書
は
送
付
し
ま
せ
ん

心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
制
度

　

意
欲
あ
る
若
手
農
業
者
を
中

心
と
し
た
『
た
て
や
ま
緑
の
仲

間
た
ち
』
が
主
催
し
、
親
子
で

農
業
体
験
を
楽
し
む
「
田
の
く

ろ
大
学
校
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
程
／
表
の
と
お
り

　

参
加
費
／
１
人
２
千
円
（
保

険
料
な
ど
含
む
）、
３
歳
未
満
は

１
人

500
円

　

参
加
資
格
／
３
歳
以
上
の
子

ど
も
を
含
む
親
子

　

定
員
／
親
子
15
組
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

　

申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、「
田
の
く
ろ
大
学
校

入
学
希
望
」
と
し
、
住
所
、
氏

名
（
参
加
者
全
員
）、
年
齢
（
参

加
者
全
員
）、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

締
切
／
郵
送
の
場
合
は
、
４

親
子
で
農
業
体
験
！

田
の
く
ろ
大
学
校
の
参
加
者
募
集

　

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。
今
回
の
募
集
住
宅
は

表
の
と
お
り
で
す
。
入
居
希
望

者
は
、
都
市
計
画
課
で
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
４

月
27
日
（
金
）
ま
で
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
居
資
格
／
市
内
に
住
所
ま

た
は
勤
務
地
が
あ
り
、
住
宅
に

※家賃、敷金は今年度の入居者の最高金額と最低金額です。実際の家賃
は、入居者ごとの世帯の収入で決定します。次年度以降の家賃も、前
年中の所得に基づき入居者ごとに算定します。

　

日
時
／
６
月
２
日
（
土
）
～

８
月
30
日
（
木
）
の
間
の
21
日

間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
10

分
　

受
講
料
／
７
万
円
（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）

　
定
員
／
20
人

　

申
込
方
法
／
履
歴
書
、
志
望

動
機
（

400
字
程
度
）、
返
信
用
封

訪
問
介
護
員
養
成
研
修（
２
級
）

月
30
日
（
月
）
消
印
有
効
。
Ｆ

Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、４
月
30
日（
月
）

午
後
５
時
必
着
。

　

問
合
せ
・
応
募
先
／
〒

294―

０
０
０
８　
広
瀬
１
４
４
４「
南

房
総
な
の
は
な
村
」
内  

田
の
く

ろ
大
学
校
入
学
申
込
係
（
℡
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
36―

４
０
１
７
）

筒
（
90
円
切
手
を
貼
付
し
宛
名

を
明
記
）
を
郵
送
ま
た
は
持
参

　
締
切
／
５
月
７
日
（
月
）

　
選
考
日
／
５
月
16
日
（
水
）

　

問
合
せ
・
申
込
み
／
〒

296―

８
６
０
２　

鴨
川
市
東
町

929　

亀
田
総
合
病
院
継
続
学
習
セ

ン
タ
ー
（
℡
04―

７
０
９
９―

１
１
６
５
）

困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な

人
。
収
入
が
基
準
以
内
で
、
市

税
の
滞
納
が
無
い
人
。

　

入
居
時
期
／
６
月
上
旬
（
予

定
）

　

問
合
せ
／
都
市
計
画
課
施
設

グ
ル
ー
プ
（
℡
22―

３
６
１
０
）

▼今回募集する市営住宅

住宅名 戸数 構　造 間取り 家　賃 敷　金

笠名

船形

1

1

1

2,000 円
　～ 4,400 円

  6,000 円
　～ 13,200 円

7,800 円
　～ 17,200 円

  23,400 円
　  ～ 51,600 円

  22,800 円
　  ～ 50,100 円

7,600 円
　～ 16,700 円

場　所

館山海上技術
学校付近

船形漁港
付近

平屋 2K

2DK耐 火
４ 階 建

耐 火
４ 階 建 2DK

1

国分地内

準耐火
２階建 2DK 7,200 円

　～ 11,400 円
21,600 円
　～ 34,200 円

館山海上技術
学校付近

笠名

萱野

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

申
込
手
続
き
は
４
月
27
日
ま
で
に

▼たのくろ大学校の日程

▼大きく育ったメロンを収穫
▲船形市営住宅

第 1 回

第 2 回

第 3 回

5 月 13 日（日）
9:00 ～
8 月 5 日（日）
9:00 ～
9 月 22 日（土）
9:00 ～

内　　容

開校式、田植え、メロン苗の定
植など
メロン収穫、水田の管理・観察、
夏休み企画など
稲刈り、収穫祭、閉校式など

日　　程

せら知お

13 だん暖たてやま 平成 19 年 4 月 1 日 12

集募



ほ
ら
、
そ
こ
に
も
悪
質
商
法
⑭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
資　
格　
商　
法

４・５月の休館日　
4/2、9、16、23、27、29、30
5/1、3、4、5、7、14、21、25、28
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「
契
約
す
れ
ば
簡
単
に
資
格
が
と
れ
る
と
惑
わ
し
勧
誘
」

問
合
せ
／
商
工
観
光
課
商
工
グ
ル
ー
プ
（
℡
22―

３
３
６
２
）

★新着図書（◆児童室 ★ティーンズコーナー）

▽図書館司書から今月のおすすめ本

 

　

目指そう、健康長寿！
　介護予防事業へ参加を

①　

契
約
の
意
思
が
無
け
れ
ば

長
く
話
を
聞
か
な
い
で
、
は
っ

き
り「
契
約
し
ま
せ
ん
」と
断
り
、

電
話
を
切
る
こ
と
で
す
。「
い
い

で
す
」
と
答
え
た
こ
と
で
、「
了

解
し
た
」
と
相
手
に
思
わ
れ
た

例
も
あ
り
ま
す
。

②　
「
一
方
的
に
退
会
は
で
き
な

い
」「
講
座
を
受
講
し
な
い
と
退

会
は
認
め
な
い
」
な
ど
と
脅
さ

れ
て
も
、「
会
員
登
録
を
し
た
覚

え
は
な
い
」
な
ど
と
き
ち
っ
と

反
論
し
て
電
話
を
切
り
ま
し
ょ

う
。

③　

も
し
、
契
約
書
が
送
ら
れ

て
き
て
し
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
に

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
手
続
を

と
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
自
宅
や
勤
務
先
に
電
話
で
「
受
講
す
れ
ば
資
格
が
取
れ
る
」「
も
う
す

ぐ
○
○
資
格
は
国
家
資
格
に
な
る
の
で
、
今
が
チ
ャ
ン
ス
」
な
ど
あ
た

か
も
簡
単
に
資
格
が
と
れ
る
よ
う
惑
わ
し
勧
誘
、
講
座
や
教
材
の
契
約

を
迫
る
商
法
で
す
。

　

ま
た
、
一
度
契
約
を
す
る
と

情
報
を
業
者
間
で
利
用
さ
れ
る

恐
れ
も
あ
り
、「
勧
誘
が
こ
な
く

な
る
よ
う
名
簿
か
ら
抹
消
す
る
」

な
ど
と
契
約
さ
せ
ら
れ
る
、「
二

次
被
害
」
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

【もしも被害にあったら・・・相談はこちらまで（土・日除く）】
千葉県消費者センター　℡ 047-434-0999
　相談時間　9:30 ～ 16:00（12:00 ～ 13:00 除く )
千葉県警察本部相談サポートコーナー　℡ 043-227-9110
　相談時間　8：30 ～ 17：15
館山市役所市民相談室消費生活相談窓口　℡ 22-3199
　相談日　毎月第 1・３木曜日　9：00 ～ 16：00
弁護士会による無料のクレジット・サラ金に関する相談（予約制）　
　℡ 043-227-8581（初回３０分以内の本人からの相談は無料）
　予約受付時間 10：00 ～ 16：00（11:30 ～ 13：30 除く）

『ウェブが創る新しい郷土』 丸田一／講談社 『だ
まされる視覚』北岡明佳／化学同人 『人道支援』 
野々山忠

ただゆき
致／集英社 『仮説力』 竹内薫／日本

実業出版社 『牛丼 焼き鳥 アガリクス』中村靖
彦／文藝春秋 『着物女のソコヂカラ』ブルース
･インターアクションズ『白洲次郎・正子の食
卓』 牧山桂子／新潮社『パウル・クレー絵画の
たくらみ』 前田富士男ほか／新潮社『恋って苦
しいんだよね』永沢光雄／リトルモア『ふしぎ
なロシア人形バーバ』◆ ルース・エインズワー
ス／福音館書店『とびねこヘンリー』◆メリー・
カルホーン／リブリオ出版『どろんこそうべえ』
◆たじまゆきひこ／童心社『方言は気持ちを伝
える』★真田信治／岩波書店『ぼくらの七日間
戦争』★宗田理

おさむ
／ポプラ社『ラジオ・キス』★

白倉由美／講談社

『「いきもの」前線マップ』今
いまきいれ
給黎靖夫／技術評論社

☆使ってみませんか ? 図書館
　館山市に転入してきた人や、今まで図書館を利用したことのない人、しばらく利
用していないという人も、図書館を利用してみませんか？
　図書館は赤ちゃんから大人まで、だれでも利用できるところです。なお、資料は
図書・ＤＶＤなどの視聴覚資料と合わせて１人５点まで、２週間借りられます。
○はじめて利用するときには…
   閲覧は自由です。特に手続きは必要ありません。資料の貸出を受けるには、図書
利用券が必要になります。「図書利用券交付申込書」に必要事項を記入の上、住所の
確認できるもの（運転免許証・健康保険証・学生証等）とあわせてカウンターにお
持ち下さい。「図書利用券交付申込書」は図書館カウンターと、市ホームページの「申
請書届出様式ダウンロード」からダウンロードすることもできます。
○期限切れの利用券をお持ちの場合・利用券を紛失したときには…
  お持ちの利用券は更新手続きをした上でそのままお使いいただけます。

「図書利用券交付申込書」に必要事項を記入の上、利用券を添えてカウンター
へお持ち下さい。また、利用券を紛失してしまった場合には「図書利用券
交付申込書」により再交付をお申し出下さい。

  今年は春の訪れを感じるのが早かった気がします
が、私たちは四季の移り変わりを花や生き物によって
実感することが多いのではないでしょうか。この本で
は、気象庁が行っている生物季節観測のデータを基に、
１０３種類の植物・昆虫・鳥・小動物について開花日
や初見日などの推移、生態や由来などを交えて解説さ
れています。　それぞれの写真やどのような環境でよ
く見られるのかも示されているので、自然観察にも役
立つ一冊です。春夏秋冬、それぞれの訪れを生き物の
変化で見つめてみませんか。

☆健康長寿への、3 つの秘けつ
◆その①　足腰を丈夫に保つ
・歩くことを中心に、運動習慣をつけましょう。
・積極的に外出して活動することや、日頃から、生
活の中で、よく動くことを心がけましょう。

◆その②　上手に食べる　　
・栄養バランスを考え、多くの食品を使いましょう。
・食べすぎと同時に栄養不足にも気をつけ、適量を
きちんと食べましょう。

　　　　　　　　

　健康で介護を必要とせず、自立した状態で長生き
することはだれでも望んでいます。病院や施設でな
く、地域の中で自立した生活を送るため、健やかな
老後を過ごすため、健康長寿を目指しましょう。

ふだん、体を動かしていると ...　　　
・身の回りの動作を簡単に行うことができ、毎日の   
生活も充実しています。
・体を動かして、体力を維持することは、よい結果

　高齢期の健康づくりを妨げる要因として、生
活習慣病とともに不活発な生活による機能低下

（生活不活発病）、衰弱や関節疾患、それらによ
る転倒や骨折があります。また、頭も使わなけ
れば、どんどん衰えてしまいます。
　健康課では、地区公民館などで介護予防事業
を行っています。元気なうちからトレーニング
を受けて、健康長寿を目指しましょう！　
　問合せ／健康課（℡ 23-3113)

◆その③　心を平穏に保つ　
・趣味を楽しんだり、地域や家族の行事などに積極的
に参加したりしましょう。悩み事があれば相談しま
しょう。また、健診などにより自分の身体の状況を
把握しましょう。

につながります。頭や体を
使わない生活は、筋力や意
欲を低下させ、やがて要介
護状態や認知症を招くこと
になります。
・運動を続け、体と心の健
康を保ち、何歳になっても、
自分らしくいきいきと暮ら
していきましょう！　　　

ちばディスティネーションキャンペーン関連事業　
　　　　　　　　　　　　　駅からハイキング館山で開催
　　　　　　　「八犬伝ロマン紀行ハイキング」参加者募集！

　　　　　（当日も参加受付します）
コース番号：07702　
応募締切： 4 月 18 日（水） 
申込方法：電話、インターネット
駅からハイキング事務局
℡ 03-5447-0973 
　　　受付時間／ 10：00 ～17：00
　　　　　　月～金曜日（祝日を除く）
ホームページ www.jreast.co.jp/hiking/

コース ●歩行時間／ 約 3 時間
　　　　（施設での見学時間等除く） 
　　　●歩行距離／ 約 10.8km
　　　●受付時間／ 8：30～11：30 
　　　●受付場所／ ＪＲ館山駅西口

南総里見八犬伝のふるさと・館山の歴史や
文化、自然に触れるコース 
    館山湾の海辺の景色を楽しみながら戦国大名
里見氏の旧跡をたどり、 南総里見八犬伝の展示
資料が充実している「八犬伝博物館」を見学す
るなど八犬伝の風情を感じるコースです。また、
戦時中、東京湾の入り口として軍事上重要な役
割を果たした、館山ならではの戦争史跡「赤山
地下壕」、県の指定天然記念物「沼サンゴ層」な
ど見所が満載。
    参加者には記念缶バッジ、オリジナル「八犬
伝手ぬぐい」がプレゼントされ、ゴールで先着
500 人には「漁師汁」が提供されます。当日は
館山駅東口でさとみ朝市が開かれ、コース途中
の館山市立博物館入館料が無料になる特典があ
ります。  
問合せ／体験交流センター（℡ 22-2544）

参加にはまず事前登録を
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  幼児向け (10:30 から ) 
　　　　　　4/13、5/11
   児童向け (14:00 から )
           　4/14、21、28
  　　　　5/12、19、26

おはなし会

参加無料

知って得する
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